
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 改善内容： 全車両、後部突入防止装置を構成している角パイプを点検し、板厚が 2.3mmのもの
については下記対策を行う。 

①アルミ製後部突入防止装置については、角パイプ部に補強材を溶接にて取り付ける。 
②高床車用スチール製後部突入防止装置については、角パイプと後部突入防止装置の接

合部に補強材を溶接にて取り付ける。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

改善箇所説明図 

ＧＶＷ15.5トン以上の車両に対応しているテールゲートリフタ用 3分割式のアルミ製及び高床車用スチ
ール製後部突入防止装置において、後部突入防止装置を構成している角パイプの板厚選定が不適切なた

め、板厚が 2.3mmの角パイプを用いた場合、強度不足により当該パイプが座屈あるいは面外荷重による
変形を起こし、基準値以上の変位となることから道路運送車両の保安基準を満足しない。 

 

大型車用スチール製後部突入防止装置 大型車用アルミ製後部突入防止装置 

 

 

 

 

補強材 

補強材 

スチールバンパ補強後形状 アルミバンパ補強後形状 

識別：改善実施車には、車両の運転席側ドアストライカー部に識別ステッカーを貼る 

規定荷重に達
する前に角パ
イプ下部が座
屈する 

規定荷重に達す
る前に角パイプ
後面が凹む 

3 分割式後部突入防止装置
のセンターバンパ部 

角パイプ 

基準不適合箇所 基準不適合箇所 

点検する角パイプ 

は点検・改善箇所を示す。 



不具合対象製品 
（下表の製造番号の範囲の中には対象外の製品も含まれていますので、対象製品の製造番号範囲
の車両を所有されている場合は、お手数ですが、新明和工業㈱ 寒川工場 品質管理課（電
話番号 0120－743－051）までお問い合わせいただきますようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


